
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あちらこちらであじさいが咲き誇り、本格

的な梅雨の季節を迎えました。保護者の皆様、

地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に

温かいご理解とご協力をいただき、心より感

謝申しあげます。 

このシーズン、本校の子どもたちは、それぞ

れのステージで実に鮮やかな成長の姿を見せ

てくれました。 

本校として初めての試みとなった前期課程

の「運動会」を開催いたしました。これまでは

お兄さん、お姉さんの背中を追いかけていた

子どもたちでしたが、今回は自分たちが主役

です。高学年がリーダーシップを発揮し、下級

生を優しく力強く引っ張る姿には、頼もしさ

が溢れていましたし、競技を終えた１年生が

「自分たちだけでもがんばれた！」と、やり切

った笑顔で話してくれたのが印象的です。 

６年生は広島への修学旅行へ旅立ちました。

事前学習から熱心に取り組んできましたが、

現地で本物の歴史や平和の願いに触れ、子ど

もたちの表情がガラリと変わりました。真剣

に話を聞き、平和の尊さを五感で受け止めよ

うとする姿からは、精神的な深まり、そして一

人の人間としての心の広がり（感性の成長）が

確かに感じられました。 

後期課程の生徒たちにとっては、これまで

の努力の集大成である「総体松江ブロック大

会」がありました。放課後の体育館やグラウン

ドから響く、息をのむような熱気と真剣な声。

結果の如何に関わらず、勝負の瞬間にすべて

を懸け、仲間と泥臭く泥にまみれる姿には、胸

が熱くなりました。一つのことに一途に向か

うことの美しさ、そしてその大切さを、彼らは

身をもって教えてくれました。 

 

 

 

「一つのことに一途に向き合う」尊さを背

中で語る姿を感じました。 

これらすべての姿が同じ校舎の中に存在し、

お互いの未来であり、過去として映し出され

る。これこそが、「成長のグラデーション」で

す。後期課程の一途な姿は、運動会をやり遂げ

た前期課程の子どもたちが、数年後に迎える

未来の姿そのものです。 

梅雨の時期は疲れが出やすく、心も体も不

安定になりがちですが、子どもたちがそれぞ

れの場所で掴んだ成長の種を、じっくりと根

付かせる大切な充電期間でもあります。ご家

庭におかれましても、お子様の挑戦の疲れを

癒やし、次のステップへのエネルギーを蓄え

られるよう、温かい見守りとサポートをお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ジダイをリードし、あいにあふれた社会形成の力を育む 

～自ら「気づき・考え・実行し、リスペクトしあう」玉湯学園～ 

 

松江市立義務教育学校 
玉 湯 学 園 だ よ り  
令和８年 6月 22日 
校長 後藤康太郎 

〈ミッション〉 
自 立 
追 究 
共 生 

それぞれの場所で咲いた 

「一途な一歩」  

〜９年間の成長のグラデーション〜 

運動会リハーサル 

修学旅行結団式 

ブロック大会壮行式 



 

 

 

 

５月２２日、天候の影響により一日順延と

なりましたが、玉湯学園として初めてとなる

「前期課程（１～６年生）」のみの運動会を開

催いたしました。 

当日のグラウンドは決して万全な状態では

ありませんでしたが、子どもたちの気迫は十

分で盛り上がりを見せた一日となりました。 

運動会のテーマは、 

「十人十色」～輝け 563 色の個性～ 

このテーマの通り、一人ひとりが自分の色

を精一杯に輝かせていました。その中心にい

たのが 6 年生です。下級生を優しく力強く引

っ張る姿は、頼もしいものでした。この大役を

やり遂げたプロセスは、6 年生にとってたくさ

んの力を伸ばす貴重な機会となり、自信へと

つながったのではないでしょうか。 

下級生の子どもたちも、6 年生の背中をしっ

かりと見つめ、よくがんばりました。それぞれ

の学年が全力を尽くし、個性を輝かせた皆さ

んの健闘を心から称えます！ 

 朝早くから最後まで温かいご声援を送り、

子どもたちの背中を押してくださった保護者

の皆様、地域の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生は、６月４～５日に、広島方面への修

学旅行に出かけました。これまで、またこの後

もつづく平和学習の大切な学びの機会となっ

た修学旅行でした。 

特に平和公園内での「碑めぐり」では、現地

のボランティアガイドの方から直接原爆投下

に関わる具体的なお話を聞くことができ、実

感をもって学ぶことができました。ここでの

学びは、きっと子どもたちの心に強く刻まれ

たことと思います。 

行き帰りのバスレクや健康観察、式の進行

や挨拶など係の仕事もがんばりました。また

全行程を通じて時間を完璧に守りながら過ご

すことができたことも立派でした。（常に５分

前準備完了でした）そういった点もすばらし

い旅行でした。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期課程運動会スローガン 

「十人十色」～輝け 563色の個性～ 

がんばりました！ 

６年生広島修学旅行へ 

思い出に残る旅になりました。 



 

 

 

今年から安来との合同開催となった「島根

県中学校松江ブロック大会」は６月９日（火）

～１３日（土）（本校関係競技分のみ）の日程

で松江・安来両市の各会場で開催されました。 

９年生にとってはここから始まる一連の大

会が部活動の最後の大会となります。壮行式

では、「信じる力」の大切さを感じて臨んでほ

しいと話をしました。 

どの種目も本当に最後まであきらめること

なく頑張れたとうかがいました。本当によく

頑張りました。（すべての会場に行けなくてご

めんなさい。） 

◆陸上 6/9（火）（松江市陸上競技場） 

 2 年男子 100m タイムレースに２名の選手

が出場し、それぞれよく健闘しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆卓球 6/10（水）11（木）（鹿島総合体育館） 

（主な結果のみです） 

【男子団体】 

（予選リーグ） 

 予選４位でした。 

【女子団体】 

（予選リーグ） 

 予選１位で決勝リーグに進みました。 

（決勝リーグ） 

 ①玉湯学園 3-2 安来一中 

 ②玉湯学園 3-2 湖南中 

 ③玉湯学園 2-3 松江二中 

 決勝リーグ 2 位となりました！ 

【個人戦男子】（主な結果のみです） 

［ダブルス］ 

ベスト 16 高木・奥原選手ペア 

【個人戦女子】（主な結果のみです） 

［シングルス］ 

ベスト 16 石川選手 

 ベスト８  梶選手、松田選手 

［ダブルス］ 

ベスト 16 坂本・中本選手ペア 

＊以上の結果から、女子団体と、個人で石川選

手、梶選手、松田選手が県大会に出場します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆野球 6/11（木）（東出雲球場） 

6/12（金）、13（土）（松江市営球場） 

１回戦 玉湯学園   ４－０ 湖北・本庄 

２回戦 玉湯学園 １２－５  広瀬中 

 準決勝 玉湯学園  ０－５ 松江一中 

＊どの戦いも本当に粘り強く懸命に戦いまし

た。３位入賞！県大会に出場します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆バスケットボール 6/11（木）12（金） 

（東出雲体育館） 

予選リーグ     玉湯学園 ３４－６４  松江一中 

玉湯学園 ２３－105  湖南中 

決勝トーナメント  玉湯学園 ４６－６７  安来一中 

＊どんな試合も最後まであきらめず一生懸命

戦いました。よく頑張りました。 

自分を、仲間を、信じて！ 

島根県中学校松江ブロック大会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆剣道 6/12（金）（県立武道館） 

【個人戦】 

  男女全員が出場し、よくがんばりました。 

【男子団体戦】 

  玉湯学園 ０－４ 松江一中 

＊拮抗した試合が多かったようです。そんな

中よく頑張りました。男子団体戦は県総体に

出場します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆バレーボール 6/11（木）（鹿島総合体育館） 

玉湯学園 ０ー２ 広瀬中  

玉湯学園 ０－２ 湖東中 

＊みんなで声を掛け合い、最後までしっかり

戦いぬきました。よく頑張りました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

今年度も、玉湯学園ならではの取組「まがた

まタイム」が始まりました。 

 「まがたまタイム」は、１年生から９年生ま

でが縦割りのグループになり、９年生がリー

ダーとなって交流する活動です。学年を越え

たつながりを深め、思いやりの心や仲間意識、

コミュニケーションの力などを育てることを

ねらいとしています。 

 第１回の活動では、自己紹介やゲームを通

して、たくさんの笑顔が生まれました。９年生

が優しく声を掛ける姿、小さい学年の友達が

安心して楽しむ姿に、玉湯学園の温かいつな

がりを感じました。 

 これからも、９年間の仲間との絆を大切に

しながら、みんなで成長していってほしいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まがたまタイム」（１～９年生の 

大交流会）がはじまりました。 


